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3．結果・考察1．背景・目的
■ 背景
宇宙線:宇宙空間から地球へ常時降り注ぐ高エネルギー粒子

【フォーブッシュ減少】

宇宙線強度が一時的に低下する現象 1)（以下FD）

◎発生メカニズム

1. 太陽フレアやCMEに伴い、

磁場を持つプラズマを放出

2. 磁場が地球周辺を覆う

宇宙線の侵入を抑制

3. 宇宙線強度の低下

■ 現状（課題）
・太陽活動は、通信・GPS・電力などの社会インフラに影響有り

・フォーブッシュ減少はその指標となる重要な現象

✖発生頻度が低く、観測データは十分に蓄積されていない

✖単地点観測では局所ノイズの影響を受けやすい

2．実験方法  

講演番号：14T

太陽活動極大期におけるフォーブッシュ減少の観測
秋田高等学校理数科宇宙線班：池本  泰斗、竹村  心那、目黒  ことみ、渡部  夏子（高2）
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図3    太陽X線強度4)(上)と、Mクラスのフレア発生時の東京での90分あたり
の宇宙線検出数(下)

図4    太陽X線強度4)(上)と、Xクラスのフレア発生時の秋田での90分あたり
の宇宙線検出数(下)

　Xクラスでは先行研究3)のような持続的な低下や回復過
程変化が確認されたが、Mクラスでは確認されなかった。
他の複数の計測日でも類似した傾向が見られた。2024年
に発生したXクラスのフレア39事例のうち、8事例において
FDが観測された。

・Xクラスのフレアに伴うCMEではFDが顕著に観測される
可能性が高いと考えられる。

       X線強度がMクラス以下のフレアに伴うCMEは比較的
小規模の場合が多く、それによるFDは振幅が小さく、地上
観測では検出が困難であるが、Xクラスの太陽フレアに伴
うCMEではFDが顕著に観測される可能性が高いと考えら
れる。
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■観測場所
観測地点：秋田、仙台、早稲田
検出器：CosmicWatch
観測時間：24時間体制

■観測手法
Coincidence法⋯2台の検出器を
上下に配置し、垂直方向からの
放射線のみの検出が可能

環境放射線(ノイズ)除去による
データの精度向上

■観測の指標
太陽X線強度（宇宙天気予報4)から取得）
FDは宇宙線量の相対的減少現象
➜宇宙線検出数の絶対値ではなく、その時間変化に着
目した。

★小型・低コスト装置による観測の有効性を示す

★宇宙線観測データの蓄積と、観測ネットワーク構築への応用を目指す

★社会インフラへの影響を予測する

図2  観測の様子

【研究目的】
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■ 新規性と研究目的
【新規性】

太陽活動極大期2)である2025年に着目

簡易宇宙線検出器CosmicWatchを用い、3地点で同時観測

→局所的要因を排除し、広域的な宇宙線変動として捉える

図1 フォーブッシュ減少の模式図
図の作成には生成AIを使用

■結果

■考察


